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Abstract
The novel "XI YOU JI or "Journey to the West , which was
conceived in the time of the Ming Dynasty of China (late Imperial China),
spread to Japan, the Korean Peninsula and Vietnam and other East Asian
countries. After that, the research on "XI YOU JI" was very prosperous, and
various explanations about XI YOU JI appeared. Of these findings, the influence
of Taoist Nei Dan has gradually increased, an influence that not only
encompasses China, but extends to the Korean Peninsula as well.
This article focuses on the Li Shi Korean literati Xu Yun (IT^), with particular
emphasis placed on how Xu Yun holds his understanding of the Journey to the
West and in what way he interpreted the XI YOU JI. At the same time, it
discusses the terminology of Taoism in the XI YOU JI.
At that time, Xu Yun and Nan Gong Dou of the Korean Dan School
maintained a deep relationship. Xu Yun's inner thoughts were also
greatly influenced by the Korean Dan School. Therefore, Xu Yun believes that
there are many records about " JT ^  " in "XI YOU JI", and that the content of
"XI YOU JI" in large part corresponds to the inner processes of NeiDan(rtU-).
It is thus the view of this author that "XI YOU ]Y{"Journey to the Wesf) is a
novel that records Taoism's internal techniques.
Keywords: ffiiSgSx WU*
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はじめに
中国明の時代に現れた小説『西遊記」は、唐の時代にインドから仏教の経典を持ち帰った中
国僧侶玄葵の物語を基づいて創作した非常に有名な神怪小説であるol)しかも、この小説は中国
の本土以外、 日本、朝鮮半島、及びベトナムなど東アジアの国々にも伝わっている。その後、
『西遊記』に関する研究が東アジアで非常に盛んになり、特に『西遊記』の内容や思想について
多くの解説が出現した。明の葉昼､哀於令の「三教合一説｣2)、明の謝肇制の「求放心説｣3)、清の
張書紳の「陽明心学説｣4)、清の陳士斌、劉一明の「道教内丹説｣5)、近代の魯迅、胡適の「遊戯
説｣6)、及び現代では「陰謀説｣、「階級闘争説｣7)などの様々な説が唱えられている。その中で、
『西遊記」の道教内丹説が強くなり、中国だけではなく、朝鮮半島までにも影響を与えた。
当時李氏朝鮮の文人、許笛は『西遊記』の内容や思想に対して、 「難離支漫桁、其辞不為莊
語、種種皆假丹訣而立言也｣8)を説明している。彼は『西遊記』の中で、「丹訣」について多く
の記録があることを指摘し、 『西遊記」が道教の丹術と深い関係があると考えている。また、許
箔は『西遊記』の各回目の内容は「煉己｣、 「河車｣、 「火候｣、 「龍虎交購｣、 「周天」など内丹術
のプロセスを暗瞼していると主張する。
本稿では、今までの研究者の『西遊記』内丹説の研究結果を踏まえ、 『西遊記』という小説の
道教内丹術との関係について考察する。その中で、特に当時李氏朝鮮の文人、許笛は『西遊記』
に対してどのような認識を持っていたのか。また、どのように解釈していたのかを考察する。
一、 『西遊記』内丹説について
『西遊記』の内丹説については、中国の任継愈氏は「中国道教史』で、次のように述べてい
る。
1） 『西遊記』 とは、 『唐三蔵西遊演義』、 『新刻出像官板大字西遊記｣、 『李卓吾評本西遊記｣、 『西遊釈厄伝」
などの版本があるが、以下、本論では「李卓吾評本西遊記」を主に使用し、 『西遊記』 と称する。
2）王輝斌「李贄批評本『西瀞泥」的几介問題」 （『南阻師範学院学報』、2014年第13巻第7期)33～37頁。
3）王歓、竺洪波「也悦“求放心”悦与百回本『西浦記』大旨一兼与石紳揚先生商権」（｢准海工学院学報』、
2008年第6巻第2期）30～40頁。
4）竺洪波「弄化与夏旧、 『西瀞泥」的儒学閏稗」 （『南京大学文学院学報』、 2016年第3期)19～25頁。
5）王再再「内丹道派与『西浦泥」在清代的文本国軽」（『華東師萢大学学報』、2008年第1期)114～118頁。
6）曽迅「中国小説史略』 （奈方出版社、 1996年)、132頁。前吾金「疑古与升新一胡造文逸』（上海逸宗出版
社、 1995年)585頁。
7）勝国恩、王起、請漆非、季慎准、費振剛編『中国文学史』第4冊（人民文学出版社、1964年)108～110頁。
8）許箔『怪所覆瓶稿』 （『工劉号匂善人1 「掴士早早工｣』、 スリ竪固剋剋壽是卦手社司、 1967年3月)85頁。
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西遊記雛篤唐僧取経故事、而章回題目及詩訶之類多用内丹術語、佛菩薩、妖精鬼怪等也多
具道教神仙妖鬼特性、頗有以内丹思想為綱之意｡9）
これによって、任継愈氏は『西遊記」の中心思想は道教の内丹思想かもしれないと考えてい
る。また、中国大陸の学者李安綱氏は、道教内丹経典『性命圭旨』が『西遊記』内容と内丹思
想の原型であり、 『西遊記」は道教内丹術が書かれている本であると考えている｡'0)台湾の学者
王椀頚氏は、 『西遊記」の詩、詞の考証を通じて、 『西遊記』の中に内丹術に関する詩訶が多く
現れ、 『西遊記』は道教内丹術を暗瞼していると主張する011)
日本では、中野美代子氏は『西遊記』 と道教煉丹術の関係について詳しく論証し、 『西遊記』
の内容は道教内丹術の隠瞼だと主張する｡'2)また、斎藤知広氏が、「西遊記』の師徒四人はと道
教内丹術のプロセスと関連性があると解説するo13)
実は『西遊記」内丹説については、中国では早い時期から言及されている。それに関する最
も早い記録は、おそらく、明の道士伍守陽の『天仙正理直論』の記録だろう。彼は『天仙正理
直論j 「煉己直論」で、以下のように述べている。
丘真人西遊雪山而作西遊記以明心、日心猿按其最有神通。漉宗言禰猴跳六聰、状其輪韓不
住、其劣性難訓、惟煉可至、而後來聖真o14)
ここで、伍守陽が「西遊記」という書物の著者は丘処機だとされている。しかし、王椀甑氏
がここの「西遊記」は、おそらく丘処機の『長春真人西遊記』ではなく、小説『西遊記」の方
であり、 「心猿」は孫悟空であると指摘するo15)その理由は、『長春真人西遊記』の内容を調べる
と、 「心猿」や「神通」という言葉がほとんど出て来なかった。そのため、伍守陽がこの書物、
実は仙人（聖真）になるために、心を煉し、道教内丹修煉の書物だとされているol6)すなわち、
『西遊記』の内丹説を主張する。
実は、 『西遊記」の著者が丘処機だとするのは、伍守陽だけではなく、清代の劉廷肌も「西遊
為證道之害、丘I長春借説金丹奥旨、以心風意馬為根本、而五余配以五行（中略）此中妙意可意
9）任継念『中国道教史｣、下巻（中国社会科学院、1999年)870頁。
10）李安綱「『性命圭旨」是「西瀞記』的文化原型」（｢山西大学学報』、 1996年第4期）27～35頁。
ll)王腕甑「西遊故事與内丹功法的韓換一以『西遊原旨」為例」（花木蘭文化出版社、 2012年)。
12）中野美代子『西遊記の秘密、タオと煉丹術のシンボリズム』 （福武書店、 1984年)。
13)斎藤知広「『新刻出像官板大字西遊記』における人物形象一特に道教内丹術との関わりにおいて」（『集
刊東洋学』第77期、中国文史哲研究会、1997年）58～76頁。
14)伍守陽「天仙正理直論」「古本伍柳仙宗全集」 （上海古籍出版社、 1990年3月)40頁。
15)前掲『西遊故事與内丹功法的韓換一以「西遊原旨」為例｣、151頁。
16)同上、151頁。
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會不可言傳｣'7)と記録する。また、劉一明も『西遊原旨』に「西遊記者、元初長春邸真君之所著
也o其書閏三教一家之理、傳性命双修之道｣18)と述べる。さらに、王鞘は「西遊一書.専在養性
修真、煉成内丹…元太祖駐兵印度、真人往謁之、干行帳記其所經、書於同名、而實則大相径
庭｣'9)と述べている。『西遊記』内丹説を主張する人々が基本的には丘処機は『西遊記』の著者
だと思われていた。
『西遊記』の著者については、本論では重視しない。ただし、 『西遊記』の詩詞には道教内丹
術の専門用語が多く使用されており、 『西遊記』と道教内丹術と密接な関わりがあるということ
が分かる。一方、 『西遊記』の道教内丹術用語によって、悟一子、劉一明二人は詳しく論証し、
それによって、 『西遊記」内丹説を提唱するOしかも、 「西遊記』に対して注釈を加え、 『西遊原
旨」 と 『西遊真詮』 という本を書いた。
『西遊記』が朝鮮半島に伝わる一番早い時期は元末と考えられる。 『朴通事諺解』に元本西遊
記の内容が保存されている。また、磯部彰氏の説によって、 17世紀には朝鮮半島の知識人の間
に明本西遊記も普及していたことが分かるo20)その後、中国と同じように、朝鮮半島では『西遊
記』に対して多くの解説が作られた。無論、道教内丹説も出て来ており、その説を主張する代
表的な人物は当時の朝鮮の文人許箔である。
二、許箔の内丹思想と朝鮮丹学派
許笛（司丑、 1569年～1618年）は、字を端甫。号を皎山、‘猩所、 また白月居士といい、李氏
朝鮮時代の文人、政治家、思想家、小説家、代表作品は「洪吉童伝』 『識小録』 『皎山詩話」 『猩
所覆甑草」などがある。許箔の本貫は陽川許氏であり、その一族は当時の朝鮮に多くの人材を
輩出していた名門であった。
許箔の父、許曄は東人派の領袖として、官職が朝鮮王朝の参賛官に至って、国王の側近にな
った。彼の兄、許筬と許箸二人も当時朝鮮に重要な官僚として活躍していた。また、許箔の姉、
許蘭雪軒は中国、 日本にも有名な女性詩人である。許箔は小さい頃から頭がよい、二十五歳で
状元に及第し、官僚となった。しかも、許箔は朝鮮の使臣として数次にわたり中国（明）へ出
使した。最後、官職は刊曹判書、左参賛にいたった。しかし、その後許箔は党争に巻き込んで、
反乱の弾劾を受け、結局反逆罪で処刑された。
許箔は、李氏朝鮮で有名な思想家として、学問を問わず、様々な思想を吸収した。彼は朱子
学を信奉する一方で、仏教や道教、キリスト教までも詳しく研究していた。特に当時、許箔は
17)
18)
19)
20）
朱一玄、劉続枕『西瀞記資料彙編』 （中州書画社、 1983年)218頁。
同上、 244頁。
同上、 271～272頁。
磯部彰『旅行〈孫悟空、東アジアの西遊記』 （塙書房、 2011年)154頁。
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内丹術を修煉する朝鮮丹学派の間に深い関係を持
っていた。そのため、彼は道教の内丹術や思想に
もよく知られていた。
許箔は自分の著作「!'星所覆甑藁」に、朝鮮丹学
派に関する人物がいくつの人物伝を作った。特に
朝鮮丹学派の代表人物、南宮斗21)の関係について、
許笛は「南宮先生伝」で以下のように述べている。
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これによって、許箔は万暦戊申年(1608年）の 許箇像（許箔許藺雪軒記念館藏）
秋、南宮斗と会い、南宮斗は許笛が「仙才道骨」
があるといい、道教丹術の「奥旨｣、及び「忍」という秒訣を教えてくれったと自述する。この
点から見ると、南宮斗と許箔はある程度師承関係を持っていたことを分かる。南宮斗は朝鮮で
内丹術を修煉する実在の人物として、道教の内丹思想を非常に重視している。同様、当時、許
箔も道教内丹術を提唱する。上述を見ると、おそらく南宮斗の内丹思想は許笛に影響を与えた
かもしれない。そのため、許笛は「1星所覆甑彙』で、次のように述べている。
余日、吾聞之嬰之言、而得養生之術焉。為仙者又保精與氣與神也。里之不要保精也。澤食
不飽保氣也。不愼怒営為保神也。三者既具、宜其壽之多也。 （中略）世之修丹欲長生者、必
称乾坤鼎器、炊離夫婦、龍虎鉛禾、進火退符、口調参同悟真、 自謂真仙可致｡23）
ここで、許箔が仙人の養生術は保精、保気、保神という三つの方法を挙げた。つまり、内丹
21)南宮斗(1526年～？）朝鮮威悦人、乙卯進士、朝鮮丹学派の代表人物の一人である。彼は推裳山で、仙
師から内丹術を伝授され、内丹を修得し、地上仙という仙人になったとされている。
22）前掲「慢所覆甑藁』、48頁。
23）前掲「‘|星所覆甑藁｣、74頁。
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術に精、気、神に関する修煉法である。また、人が長生のために、必ず乾坤鼎器、炊離夫婦、
龍虎鉛耒、進火退符など修煉法を行うこと、内丹術の経典『周易参同契j、 『悟真篇』を読むこ
とを強調し、それにしたがって内丹術を修煉すると、 「真仙」になるべきだと指摘する。
また、許箔は内丹術だけではなく、その以外の道教修煉法、辞穀、符錬、斎醗及び外丹術な
どにも論じている。それは、
故及其早而欲去之、去之難其名、故托以辞穀、而掩其跡。 （中略）豈欲為不可力致之神仙、
而反信其'|光惚之事者乎。且伯陽之旨、不出於練精煉氣煉神三者而已。三者之煉、不又骸人
耳目而渡行之、澤其骸人者而行之、則辞穀是已｡24）
とある。許鋳は畔穀ということが「'|光惚之事」だと指摘する。人が神仙になる方法は、牌穀で
はなく、ただ「伯陽の旨｣、いわゆる魏伯陽の『周易参同契」の修煉法にしたがって、精、気、
神を修煉することである。辞穀という修煉法を否定している。
更に、
後世其徒、韓神其学流、而為修煉服食、符錬、齋礁等法。怪誕不經、而惑世証人多芙。
是輩者、並譽老子、弦豈清淨本意乎。其文則經、而其義則傳、至於論道、則直破天鞍。
不得模梠之｡25）
??
と書いている。これによって、許箔は服食、符錬、斎醗などの道教修煉法に対して明確な批判
をしている。彼は服食、符錬、斎醗が「惑世証人」の技法だと考えている。この点から見ると、
許箔は内丹術についての主張は朝鮮丹学派の内丹思想とほぼ一致している。また、中国の学者、
左江氏も許笛が外丹術を反対し、道教内丹思想を主張すると説得している｡26）
以上で、許鋳は朝鮮の文人として、内丹術を修行する朝鮮丹学派との関係をすごし整理した
が、朝鮮丹学派の代表人物、南宮斗と許箔の間にある程度内丹術の師承関係があったことを分
かる。そのため、許箔の内丹思想は朝鮮丹学派の内丹思想と同じ、服食などの外丹術を批判し
て、精、気、神をめぐって修煉する内丹術を提唱する。また、その関係で、許箔は中国小説『西
遊記』に対して解説する時、 『西遊記」内丹説を主張する。
24）
25）
26）
同上、 76頁。
同上、 85頁。
左江『朝鮮許箔的「人物傳」研究』 （『深jll大学学報』、2003年第20巻第2期)100～104頁。
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三、許跨と 『西遊記』の内丹隠語
許箔は「西遊記」に関して、 「西遊録祓」には、次のように述べている。
余得戯家説數十種、除三國階唐外、而雨漢嬬、斉魏拙、五代残唐率、北宋署、水瀞則姦歸
機巧、皆不足訓（中略）有西遊記、云出於宗藩、即玄葵取經記。而術之者、其事蓋略見於
繰譜及神僧傳。在疑信之間、而今其書特假修煉之旨（中略）余時存之、修真之暇、倦則以
攻睡魔焉o27)
ここで、許笛は『西遊記」のという本は宗藩から玄美取経の話に基いて創作した本であり、
｢修煉」 「修真」の本であると指摘している。また、彼は『西遊記」の内容について、道教内丹
術との関係が以下のように述べている。
如猴王坐臓、即煉己也。老祖宮倫丹、即呑恭珠也。大闇天宮、即煉念也。侍師西行、即搬
運河車也。火炎山紅該、即火候也。黒水通天河、即退符候也。至西而東還、即西虎交東龍
也。一日而回西天十萬路、即攪籏周天數干一時也。難支離漫術、其鮮不為莊語、種種皆假
丹訣而立言也。固不可騒哉｡詔）
これによって、許箔は「西遊記』の内容の中に「丹訣」があると示し、その「丹訣」が煉己、
呑恭珠、煉念、搬運河車、火候、退符候、西虎交東龍、摺籏周天、八つの道教内丹術のプロセ
スと対応していると指摘しする。以上の内容を少し整理すると、次の表のようになる。 （見表1)
表1
27）前掲「慢所覆甑藁｣、85頁。
28）同上、85頁。
｢西遊記』内容 内丹術のプロセス
猴王坐漉 煉己
老祖宮倫丹 呑恭珠
大闇天宮 煉念
侍師西行 搬運河車
火炎山
紅核兒
火候
黒水河
通天河
退符候
至西而東還 西虎交東龍
一日而回西天十萬路 攪籏周天
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許箔は『西遊記』の内容と道教内丹術のプロセスと対応している。しかし、 もし『西遊記』
の中の内丹隠語を分からないと、ここの許箔の説を理解不能かもしれない。そのため、前提と
して、 まず『西遊記』中の内丹隠語を考察してみよう。
『西遊記』の中では、孫悟空、猪八戒、沙悟浄及び白龍馬に対し、内丹術に関係する内丹用語
で呼ぶことがある。例えば、唐三蔵は沙悟浄を収服し、弟子三人がついに集合した後、西天へ
向う場面に詩がある。それは、
五行匹配合天真、認得從前薑主人。煉已立基為妙用、辨明邪正見原因。
金來歸性還同類、木去求情共複倫。二土全功成寂真、調和水火没繊塵｡29）
また、
奉法西來道路余、秋風湖漸落霜花。乖猿牢鎖繩休解、劣馬勤兜鞭莫加。
木母金公原自合、黄婆赤子本無差。咬開鐵弾真消息、般若波羅到彼家｡30）
とある。 「西遊記」の中に孫悟空の別名は金公、 また心猿、嬰兒といい。猪八戒の別名は木母、
また姥女といい。沙悟浄の別名は黄婆、 また刀圭といい。なお、唐三蔵の別名は元神、白龍馬
の別名は意馬という。
「金公｣、 「木母｣、 「嬰兒｣、 「姥女｣、 「黄婆｣、 「刀圭」という別名は内丹術の専用用語として、
内丹経典によく見られる。特に「金公」は内丹術に重要な質料として、 「鉛」と認知されてい
る。藷廷之の『金丹問答」に「問日、何為金公。答日、金邊著公乃鉛也。紫陽日、要能制伏寛
金公｣3')とある。また、李道純の『中和集」にも「或問、何為金公。日、以理言之、乾中之陽入
坤成吹、炊為水、金乃水之父、故日金公。以法象言之、金邊著公字、鉛也｣32)と書かれている。
これについて、王腕頚氏は、孫悟空は、八卦の吹卦（菫)、真鉛、猪八戒は、八卦の離卦（三)、
真未だと説明している｡33）
以上で、これらの別名を見ると、中国の八卦、五行思想と配当することが分かる。そのため、
劉一明は『西遊原旨』に以下のように述べている。
西遊三藏瞼太極之禮、三徒職五行之氣。三藏收三徒、太極而統五行也。三徒歸三藏、五行
而成太極也｡34）
29）
30）
31)
32）
33）
34）
｢李卓吾先生批評西遊記」第二十二回（｢明清善本小説叢刊初編』、天一出版社、1985年)856頁。
同上、第二十三回、 863頁。
｢修真十書」 「金丹大成集」 （｢正統道藏」第四冊、巻十） 638頁。
李道純「中和集」 （『正銃道藏」第四冊、巻三） 499頁。
前掲『西遊故事與内丹功法的韓換一以《西遊原旨》為例｣、 179頁。
劉一明『西遊原旨』 （『明清善本小説叢刊初編｣、天一出版社、 1985年)74～75頁。
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また、
以三徒瞼五行之禮、以三兵瞼五行之用。五行攪籏、禮用倶備｡35）
これによって、唐三蔵は「太極」の体、孫悟空、猪八戒、沙悟浄という弟子三人は「五行」
の気と比瞼している。また、劉一明は孫悟空、猪八戒、沙悟浄三人は各自で五行属性と陰陽属
性も配当する。それは、
行者為水中金、乃他家之真陽、屡命、主剛主動、為生物之祖氣、統七十二候之要津、無物
不包、無物不成、全禮大用、一以貫之、所以鍾化萬有、神妙不測。八戒為火中木、乃我家
之真陰、属性、主柔主靜、為幻身之把柄、只能愛化後天氣質、不能鍾化先天真寶、愛化不
全、所以七十二鍾之中、僅得三十六鍾也。至於沙悟浄者、為真士、鎮位中宮、調和陰陽、
所以不鍾｡36）
とある。劉一明が、孫悟空は「水中金｣、陽に属し、内丹術の「命」を指す。猪八戒は「火中
木｣、陰に属し、内丹術の「性」を指す。沙悟浄は「真土｣、陰陽を調和する役割を担うことを
解明した。
なお、中野美代子氏は孫悟空、猪八戒、沙悟浄三人の別名「金公｣、「木母｣、 「黄婆」に対し、
各自で五行属性に関する以下のように説明している。
金公は金でよいとして、木母とあるのはおかしい。木母とは、文字どおり 「木の母」であ
ると解すれば、 「水生木（水は木を生ず)」であるから、水が「木の母」ということになる。
してみれば、金公すなわち孫悟空とならべられている木母は、水であり、木に配当されて
いたはずの猪八戒は、水にも配当されている。 （中略）ここには、孫悟空を指すはずの金と
対応する肺ないし肺金の語がみえない。そのかわり、心火の語が重ねて使われている。猪
八戒が木のみならず水にも配当されているとすれば、孫悟空も、バランス上から金だけと
いうことはありえず、火にも配当されていてしかるべきであろう｡37）
中野美代子の説によって、孫悟空の五行属性は金であり、火である。猪八戒の五行属性は木
であり、水である。沙悟浄の五行属性は士である。これで木、火、士、金、水、五行要素は全
部を揃えた。その後、 「攪籏五行」という内丹修煉法を行う。劉一明の『西遊原旨』に
35）
36）
37）
、、???? 78頁。
76～77頁。
『西遊記の秘密、 タオと煉丹術のシンボリズム｣、82頁。
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西天取經之道、即九韓金丹之道。金丹之道、在五行摺籏、三家相會。摺之會之、要在真履
實賤虚行去、不向頑空無為虚得來｡羽）
とあるように、金丹の道は五行を擴籏し、三家を相会するこあとである。すなわち、道教内丹
術に「五気朝元｣、 「三花聚頂」というプロセスである。なお、この五行属性によって、弟子三
人が内丹術に人体の臓腋にも配当されている。 （見表2）
表2
例えば、 「西遊記』の中で、孫悟空は「心」と配当されていて、 「心猿｣、 「心神」「心君」など
の別名と書かれている。これについて、斎藤知広氏は「悟空を金（金公） とする使用回数は全
体の約34％であり、心猿、心君、，L､神などと心を象徴する別名の方が使用例が多い。一方、道
教の内丹用語に「心猿意馬」という言葉から、孫悟空には医学の五行配当である「心」が配当
されるo｣39)と説得する。「心猿」とは、 「心」が身体の臓腋、 「猿」がサル、孫悟空の動物属性で
ある。孫悟空「心」の属性、及び唐三蔵との関係について、 『西遊原旨』で、以下のように記し
ている。
以唐僧而論、唐僧以行者為道心。以行者而論、行者以唐僧為法身。有身無心、則歩歩難難。
有心無身、則念念虚空。唐僧離行者無以了命、行者離唐僧無以了性。身心不相離、性命不
可偏｡40）
孫悟空は「心｣、 しかも「道心」であり、唐三蔵は「法身」である。孫悟空は唐三蔵によっ
て、 「性」を修めることが出来る。唐三蔵は孫悟空によって、 「命」を修めることができる。唐
三蔵と孫悟空の関係は「性命双修」という内丹思想を含んでいる。
さて、これで『西遊記』の内丹隠語と内丹思想について大雑把な説明ができた。これから、
｢煉己」と「火候」の例を挙げて、許笛の『西遊記』内丹説を説明してみよう。
?????
前掲「西遊原旨｣、 1743頁。
前掲「『新刻出像官板大字西遊記』における人物形象一特に道教内丹術との関わりにおいて｣、63頁。
前掲『西遊原旨｣、 1738頁。
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四、煉己と火候
許箔が「西遊記』に「猴王坐種」の内容は、道教の内丹術に「煉己」のプロセスと対応して
いる。 「猴王坐藤」というタイトルは「西遊記』の中に明確的な回目を見えなかった。しかし、
それは孫悟空の大闇天宮の前の時期を指すことはおそらく間違っていないだろう。いわゆる『西
遊記』の第一回目「霊根育孕源流出、心性修持大道生」と第二回目「悟徹菩提真妙理、断魔歸
本合元神」だろう。この二回の話は、孫悟空が石から孵った後、 自ら滝壺に飛び込み、水簾洞
という洞天福地を見つけてきた。孫悟空は他のサルたちに崇められて、美猴王となった。その
後、不老不死の長生術を求めるため、西牛賀州の菩提祖師を訪れ、十年かけて修行したという
話である。
斎藤知広氏の説によって、菩提祖師は「難し難し難し、道は最も玄、金丹をば等閑と作す莫
かれ。 （中略）すべてこれ精、気、神なり、謹みて固く牢藏し漏泄するなかれ｣41)という内丹術
の口訣を孫悟空に与え、 「精、気、神」を体内に蔵す口訣を受けた孫悟空は、内丹術を修煉し、
ついに不老不死を獲得する。
1 、煉己
「煉己」について、劉一明は「修真九要』「煉己筑基第五要」には、以下のように解明している。
悟真篇云、若要修成九韓、先須煉己持心。蓋修真之道、還丹最易、煉己至難、若不煉己而
欲還丹、萬無是理。夫還丹者、如房屋之梁柱。煉己者、如房屋之地基。未築地基、則梁柱
無虚建立○未曾煉己、則還丹不能凝結o42)
道教内丹思想の中で、特に全真北宗が「心｣、「性」に対して修煉は「煉己｣、または「煉己築
基」と呼ばれている。道教内丹術の修行手順は簡単に言えば、 「煉己築基」「煉精化気」「煉気化
神」 「煉神還虚」「煉虚合道」という五つの段階がある。明の道士、伍守陽は「沖虚子日、諸聖
真皆言、最要先煉己、謂煉者、即古所謂、苦行其當行之事日煉｣43)と説いた。伍守陽は「煉己」
及び「煉己築基」という修煉法は内丹術の初期段階のプロセスとしている。また、伍守陽は「煉
己」の「己」について、 「己者、即我靜中之真性、動中之真意…心中之一霧性也｣坐)と説明して
いる。 「己」というのは、人の「真性」 「真意｣、 「心の霊性」であり、 「煉己」とは、人の心を修
??????
前掲「｢新刻出像官板大字西遊記」における人物形象－特に道教内丹術との関わりにおいて｣、59頁。
劉一明「修真九要」 （『蔵外道害｣、第八冊、巴蜀書社、 1992年)532頁。
伍守陽『天仙正理直論』 （『蔵外道書｣、第五冊、巴蜀書社、 1992年)811頁。
同上、812頁。
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錬することである。その方法は、伍守陽は「煉己直論」に、
凡世間一切事之、已學者、已知者、已能者、已行者、皆日薑習。唯此習氣在心、故能阻塞
道氣、必須頓然禁止、不許絲毫染汚道心、所以古人云、把薑習般般打破、如此而後、可穂
真。 （中略）以吾心之真性、本以主宰乎精蒸者。宰之順以生人、由此性、宰之逆以成聖。亦
由此性、若不先為勤煉、熟境難忘、昔鍾離云、易動者片心、難伏者一意、熟境者、心意所
常行之事也。如婬事、婬色、婬聲、婬念等。正與煉精者相反相害、一旦頓然要除、未必即
能淨壼。或可暫忘而不能久、或可少忘而不能全、焉能煉得精、煉得黒、必要先煉己者、為
此故也｡43）
とある。伍守陽は「煉己」のポイントは「道心」を汚れないことだと指摘している。ここで
｢道心」は人の心の真性であり、人の真性を修錬に通じて、聖（仙人）になれると考えている。
そのため、淫事、淫色、淫声、淫念など、人の邪念を除き、旧習を打破すれば、心だけではな
く、人の体内の「気」や「精」も修養することができる。
実は、道教の内丹理論によって、人の体の中に「三P｣46)「六賊｣47)という修行の障碍がある。
特に「六賊」は人の心を汚れる六つの情欲である。内丹術を修煉する人が、修煉前に必ず自分
の「心｣、 「心性」を浄化し、 「六賊」を体の中に追い払わなければいけない。この点について、
明の道士、張三羊も「未煉還丹先煉性、未修大藥且修心、心修自然丹信至、性情自然藥材生｣48）
と説く。更に、 『内煉金丹心法』には、以下のように説明している。
、???
??????????????????????、????? ?? 。????、、????? 。?
これによって、 「煉己」は内丹術で非常に重要な地位を占めている。 「煉己」の要約は、心の
本性は真性へ取り戻すこと。 もし「煉己」の段階で真性を全くと、 「煉己」だけ修錬すれば、仙
人もなれると指摘する。
なお、 「煉己」は心の修錬の以外、修行者の徳行も重視されている。陳致虚は『周易参同契分
章注』 「煉己立基」に
45）同上、812頁。
46）三戸とは、上P彰踞、人間の頭の中に居る。中P彰蹟、人間の腹の中に居る。下P彰踞、人間の足の中
に居る。
47）六賊とは、眼、耳、鼻、舌、身、心である。
48） 「張三豊先生全集」 （『蔵外道書j，第五冊、巴蜀害社、 1992年)433頁。
49）伍守陽『内煉金丹心法』（『金丹集成』、中国人民大学出版社、 1988年)127頁。
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養已者、終身煉已也。孔子日、君子安其身而後動、易其心而後語、定其交而後求、君子修
此三者故全也。聖人患盧之深、備練人之情實、一動一語一求三者、乃入聖之至理真。養已
之要、言寶精裕蒸、養已也。對鏡忘心、煉己也。常靜常應、煉己也。積徳就功、煉已也。
苦行其事、云煉。熟行其事、云煉。修丹之士必先煉已｡卵）
とある。また、 「金丹大要』にも、
煉己之功、徳行為先。陰行方便、積諸善根日徳。自己尊貴、不欺其心日行。徳行相濟、財
動人心。對境忘情､精神充固。四者倶備、方謂煉己也。方謂持心也。方可採先天真一之熊、
用一時二候之功、以煉九韓金液大還丹也。如此煉己、 日月不怠、經年純熟、然後入室下
手｡5'）
と書かれている。徳行の修行は心の真性へ取り戻した後の段階である。実は、内丹術の「煉己」
が自己修行と社会実践二つの面を構築されている。 「煉己」の目的は心性を修養し、それに従っ
て、他人、或いは社会に善行を積む。徳行は、すなわち「煉己」の社会実践だとされている。
しかし、その修煉の核心はやはり 「心」の修煉である。
前文で論述したように、 『西遊記』の内丹説によって、孫悟空、猪八戒、沙悟浄、各弟子がそ
れぞれの属性を配当している。その中で、孫悟空は「金公｣、「心猿」などの属性が持っていて、
道教内丹術に「心｣、「道心｣、 「心性」の隠語と代表している。猴王孫悟空の修行は、実は「心｣、
｢心性」の修行であり、内丹術のプロセスの初期段階「煉己」だと見られている。この点につい
て、清の道士、劉一明は『西遊原旨』で、以下のように解説する。
石猴勘破世事而求神仙之道、知得所謂霊根者、乃先天虚無之一氣、即返還心之本然。西遊
故事借石猴名姓、配合金丹之道、使人借此悟彼、追求霧根之實跡耳。 （勘破世事、積徳修
行、煉己築基)52）
この解説によると、劉一明が石猴（孫悟空）は神仙の道を求めることは、心の本然へ返還し
て、霊根を追求する、孫悟空の学道過程は道教内丹術の「煉己築基」だと説得している。また、
猴王孫悟空の学道過程は『西遊記』の中で、 「心性修持大道生」という回目を示す。そのため、
許笛は『西遊記』で第一回目後半から第二回目前半まで、猴王孫悟空の学道過程に対して、 「心」
50）陳致虚「周易参同契分章注」（｢周易蓼同契考異、周易蓼同契發揮、周易蓼同契分章註」 （天津古籍出版
社、 1988年)600～601頁。
51)陳致虚『金丹大要」（『金丹集成｣、中国人民大学出版社、 1988年)76頁。
52）前掲『西遊故事與内丹功法的韓換一以「西遊原旨」為例｣、327頁。
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の修煉、道教内丹術に「煉己」のプロセスだと考えているだろう。
2、火候
斎藤知広氏の説によって、 『西遊記』の中で、西天取経の道中で次々登場した妖怪たちは単な
る苦難ではなく、様々な内丹術の修煉法の役割を分担しているo53)その中で、火炎山と紅咳兒は
｢火」を暗職している。これについて、劉一明は『西遊原旨』に、紅咳兒の出身、名前及び経歴
などについて、以下のように詳細に解明している。
枯松澗、松至於枯、木性燥而易生火。火雲洞、嚥怒氣而如云。牛魔王兒子、自醜所穿為午。
羅刹女養的、從巽而來即離。火焔山修了三百年、是充陽之所出。牛魔王使他鎮守號山、是
妄意之所使。乳名紅咳兒、似赤子之無知。號叫聖嬰大王、如嬰該之無忌。描嶌妖精出虚、
全是一團火性｡54）
これによって、妖怪は「一団火性」であり、紅該兒は「火」の属性を表明することがおそら
く間違っていない。しかも、紅咳兒は火炎山に、三百年かけて、 「三昧真火」を修煉することが
あった。また、紅咳兒の三昧真火に対して、 『西遊記』には、
炎炎烈烈盈空僚､赫赫威威遍地紅。谷ﾛ似火輪飛上下、猶如炭屑舞西東。這火不是燧人鑛木、
又不是老子炮丹、非天火、非野火、乃是妖魔修煉成真三昧火。五輌車兒合五行、五行生化
火煎成。肝木能生心火旺、心火致令脾土平、脾土生金金化水、水能生木徹通霊、生生化化
皆因火。火遍長空萬物榮、妖邪久悟呼三昧、永鎮西方第一名o55)
とある。ここで、五行生剋理論を取り入れている。前に述べた、内丹術で五臓に五行の属性を
配当し、肝は木、心の火を生じ、心火は脾土を生じ、脾土は金を生じ、また、金化水、水は木
を生じる。しかも、 「生生化化皆因火」とされている。
一方、許箔は『西遊記』の妖怪、火炎山と紅咳について、 「火炎山、紅咳、即火候也」と指摘
し、火炎山と紅該は内丹術の修煉法「火候」のプロセスと対応する。 「火候」は内丹修煉で非常
に重要な修錬法の一つである。 「火候」の修煉によって、内丹の成敗を決定することができると
されている。 『修真九要』には「火候」について、以下のように説明している。
古經云、聖人傳藥不傳火、火候從來少人知。則是藥物易知、火候最難。蓋藥物錐難筧、若
前掲「｢新刻出像官板大字西遊記』における人物形象－特に道教内丹術との関わりにおいて｣、60頁。
前掲『西遊原旨｣、 1247頁。
前掲「李卓吾先生批評西遊記」第四十一回、 1411～1412頁。
53）
54）
55）
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遇明師鮎破、真知灼見、現在就有、不待他求、所以易知。至於火候、有文烹、有武煉、有
下手、有休歌、有内外、有先後、有時刻、有交銑、有急緩、有止足、一歩有一歩之火候、
歩歩有歩歩之火候、愛化多端、随時而行、方能有准。若差之毫髪、便失之千里。所以最難。
何為火、暇煉之神功也。何為候、運用之時刻也｡弱）
内丹術のプロセスとして「火候」は、 「鉛｣、 「未｣、 「刀圭」という内丹術の質料を揃った後、
修煉を行う段階である。 「鉛｣、 「未｣、 「刀圭」という三つの内丹質料として、内丹術の功法に必
要不可欠の質料であり、 「火候」とは、その三つの質料が一つの「金丹」へ転換する修練法であ
る。しかし、内丹術に「火候」を行うタイミングは難しいので、 もし間違ったら、逆に金丹を
損傷することがある。崔希範は『入薬鏡』に「若不知止足、妄意行火、反傷丹突｣57)と説いた。
前に述べた『西遊記」の中で、孫悟空は真鉛、猪八戒は真耒、沙悟浄は刀圭という内丹の隠語を
表明している。彼らは金丹の構成要素として、火雲洞の紅咳兒に負けるについては、劉一明は
紅咳兒の回目に「極嶌氣質火性之妄動、五行受傷。學者當靜観密察、頼清淨之観而歸正果｣認)と
説明してる。劉一明の解説によって、この苦難が実は「火性」を妄動することだと考えている。
一方で、許笛は「西遊記』に火炎山の内容も内丹術のプロセス、 「火候」と指摘する。火炎山
に登場する、羅刹女（鉄扇公主）が、紅咳兒の実母として、内丹術に「火候」を修錬の続きと
されている。また、劉一明も許箔と同様な認識を持っている。劉一明は『西遊記』の第五十九
回から六十一回まで火炎山に関する内容について、以下のように解説している。
性之壼者、即命之至、緊接上回而言了命之旨。先以復真陽而調假陰之功、次言藥物採取勾
取真陰之妙、三言火候鍛煉之妙｡59）
これによると、 『西遊記』に火炎山の内容は、内丹術のプロセス、 「火候」という鍛錬の妙で
ある。そのため、許笛も 『西遊記」に火炎山と紅咳兒の内容が道教内丹術のプロセス、 「火候」
だと考えているだろう。
おわりに
以上で、 「煉己」と「火候」という二つの内丹術のプロセスの例を挙げ、許箔の「西遊記』内
丹説を考察した。許箔は当時李氏朝鮮の文人として、朝鮮丹学派の内丹思想を受け入れ、 「西遊
56）
57）
58）
59）
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記』の内容について、 「煉己｣、 「呑恭珠｣、 「煉念｣、 「搬運河車｣、 「火候｣、 「退符候｣、 「西虎交東
龍｣、 「摺籏周天」という八つの内丹術のプロセスと対応する。 『西遊記jに対して、実は道教の
内丹説だと主張する。現在、当時の許箔はどんな『西遊記』の版本見ていたのか、はっきりわ
からない。しかし、許箔の『西遊記』内丹説によって、内丹思想に関する『西遊記』の版本は、
遅くとも中国と同時期、明末ごろに朝鮮半島へ伝わっていたと考えられる。
また、許箔の『西遊記』に関する解説によると、 『西遊記』に内丹術のプロセスは、まず「煉
己」という心性に対して修煉から始まり、その後、 「搬運河車｣、 「火候｣、 「退符候｣、 「西虎交東
龍｣、 「摺籏周天」など肉体を修煉することであるが、これ実は道教の「性命双修」という内丹
思想である。
「性命双修」というのは、道教の内丹術で非常に重要な修煉思想である。性は精神、心性であ
り、命は肉体である。しかし、内丹術の宗派によって、内丹思想や修煉方法も大きな違いがあ
る。特に「性」と「命」の修煉手順について、全真教北宗は「先性後命｣、全真教南宗は「先命
後性」と、二つの修練法を分かれている。全真教北宗の「先性後命」とは、修煉者がまず心性
の修煉から始め、最後は肉体の不老不死を修煉する。いわゆる、 「性功」から「命功」へ修煉す
る。しかし、全真教南宗の「先命後性」は、逆に修煉者がまず肉体の不老不死から始め、最後
は性を修煉する。いわゆる、 「命功」から「性功」へ修煉する。全真教の北宗と南宗の違いは内
丹術における「性命」の先後順序である。許箔は「性功」から「命功」までの内丹思想は中国
全真教北宗の「先性後命」という内丹思想と非常に相似している。
本稿では許箔と朝鮮丹学派の代表人物、南宮斗の師承関係を考察したが、許箔が南宮斗の内
丹思想を受け入れたことはおそらく間違いない。また、この点から推測すれば、南宮斗と許箔、
および朝鮮丹学派は、全真教北宗「先性後命」の内丹思想を受容していたのではなかろうか。
